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支部長挨拶

 

日
頃
よ
り
支
部
活
動
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
、
ホ
ー
ク
ス
の
劇
的

な
優
勝
で
福
岡
の
街
は
大

変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

支
部
の
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
で

も
、
5
月
に
ホ
ー
ク
ス
観

戦
ツ
ア
ー
を
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
エ
リ

ア
で
行
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、

100

名
以
上
の
申
し
込
み

が
あ
り
大
変
盛
り
上
が

り
、
多
く
の
方
々
と
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
ま
た
、
近
年
の
登

山
ブ
ー
ム
の
中
、
9
月
に

は
初
め
て
の
試
み
で
、
近

隣
の
山
へ
の
バ
ス
ハ
イ
ク
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
程
よ
い
汗
を
か
い
た

後
、
温
泉
で
疲
れ
を
癒
し
、

お
い
し
い
料
理
を
堪
能
し

ま
し
た
。
好
天
に
も
恵
ま

れ
、
皆
さ
ん
大
変
満
足
さ

れ
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

来
年
も
、
様
々
な
企
画

で
多
く
の
方
に
参
加
し

て
頂
け
る
よ
う
な
支
部

活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
福
岡
支
部
長

　
　
　
　
　 

鎮
守
信
弘

今号の内容
第１面

厚生事業だより
支部長挨拶

第２面
厚生事業だより

第３・４面
事業・決算・予算報告

第５面
学術講演会

第６面
忘年会ご案内

福歯大との懇親会

広報担当理事
１６期　畔元良仁

１７期　安部修武

１７期　藤瀬多佳子

２４期　村辻精一郎

会員現況 244名

9
月
28
日
︑
日
曜

日
朝
9
時
︒
集
合
場

所
で
あ
る
博
多
駅
筑

紫
口
か
ら
貸
切
り

バ
ス
に
乗
り
込
み
︑

予
定
通
り
出
発
進

行
！
！
途
中
︑
九
産

大
前
で
3
名
加
わ
り
︑

合
計
16
名
で
宗
像
の

許
斐
山
を
目
指
し
ま

し
た
︒

　
バ
ス
は
予
定
通
り

約
１
時
間
で
到
着
。
い

か
に
も
山
ベ
テ
ラ
ン
ら

し
い
雰
囲
気
を
醸
し

出
さ
れ
て
い
た
草
苅

先
生
、
安
部
先
生
に
先

頭
を
お
願
い
し
て
、
早

速
登
山
を
開
始
し
ま
し

た
。標

高
271
ｍ
と
い
う
40

分
も
あ
れ
ば
登
れ
る
程

度
の
山
で
し
た
が
、
今

回
最
も
年
少
の
部
類
に

属
す
る
は
ず
の
私
は
エ

ン
ド
レ
ス
に
思
え
た
階

段
の
連
続
で
息
を
切
ら

し
て
へ
ば
っ
て
い
ま
し

た
。
一
方
、
緒
先
輩
方

は
ま
だ
ま
だ
余
裕
だ
ぞ

と
い
う
表
情
を
さ
れ
て

お
り
、
私
の
す
ぐ
前
を

登
ら
れ
て
い
た
久
保
先

生
な
ど
は
ム
ダ
の
な
い

引
き
締
ま
っ
た
体
で
軽

や
か
に
進
み
、
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
に
あ
る
小
さ
な

お
宮
へ
続
く
脇
道
を
ス

タ
ス
タ
と
上
が
っ
て
お

参
り
さ
れ
て
は
ま
た
元

の
ル
ー
ト
へ
戻
っ
て
来

ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
緒
先
輩
方
の

タ
フ
な
姿
を
目
前
に
し

て
、
自
分
の
最
近
出
て

き
た
腹
と
日
頃
の
運
動

不
足
を
反
省
い
た
し
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
素
晴
ら

し
い
秋
晴
れ
の
登
山
日

和
で
、
頂
上
か
ら
は
宗

像
市
街
地
や
宗
像
四
塚

連
峰
、
遠
く
の
海
ま
で
、

美
し
い
景
色
を
見
渡
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

下
山
後
は
「
宗
像

王
丸
・
天
然
温
泉　

や

ま
つ
ば
さ
」
の
温
泉
で

汗
を
流
し
、
昼
食
を
兼

ね
た
爽
や
か
な
宴
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

同
窓
会
の
先
生
だ

け
で
な
く
、
ご
家
族

や
病
院
ス
タ
ッ
フ
も
参

加
し
て
く
だ
さ
っ
て
お

り
、
初
対
面
の
方
々
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

が
、
ビ
ー
ル
で
乾
杯
し

た
後
は
皆
和
気
あ
い
あ

い
と
話
が
弾
み
、
大
変

楽
し
い
会
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
バ
ス
ハ
イ

ク
は
初
の
試
み
で
し
た

が
、
思
い
の
外
好
評
で
、

来
年
も
是
非
！
と
い
う

声
が
あ
が
っ
て
お
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
素

晴
ら
し
い
会
を
提
案
を

し
て
く
だ
さ
っ
た
鎮
守

先
生
に
こ
の
場
を
借
り

て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
来
年
は
さ
ら
に
参

加
者
も
増
え
る
と
い
い

で
す
ね
。

（
28
期　

西
岡　

記
）
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平
成
26
年
5
月
11
日
、
福
岡
ヤ
フ
ー
ド
ー
ム
へ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
対
埼
玉
西
武
の

試
合
観
戦
に
同
窓
会
福
岡
支
部
会
員
な
ら
び
に
家
族
、
従
業
員
、
総
勢
100
名
で
ヤ
フ
ー
ド
ー
ム

へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

リ
ー
を
放
ち
同
点

に
追
い
つ
き
、
6
回

裏
に
も
4
番
・
李
大

浩
の
ヒ
ッ
ト
な
ど
で

1
・
2
塁
の
チ
ャ
ン

ス
を
作
る
と
、
6
番
・

松
田
が

ラ
ン
HR
を

放
ち
勝
ち
越
し
点

を
奪
い
、 

さ
ら
に
7

番
・
柳
田
が
ヒ
ッ
ト

と
送
り
バ
ン
ト
で
得

点
圏
に
進
む
と
、
相

手
の
エ
ラ
ー
の
間
に

ホ
ー
ム
に
還
り
5-1
と

リ
ー
ド
を
広
げ
ま
し

た
。
8
回
裏
7
番
・

柳
田
の
猛
打
賞
と

な
る
ヒ
ッ
ト
な
ど
で

1
・
2
塁
の
チ
ャ
ン

ス
を
作
る
と
、
8
番
・

鶴
岡
が
タ
イ
ム
リ
ー

ツ
ー
ベ
ー
ス
を
放
ち

ダ
メ
押
し
の
2
点

を
追
加
し
、
9
回
表

3
番
手
・
柳
瀬
が
2

ア
ウ
ト
を
奪
い
、
最

後
は
プ
ロ
初
登
板
の

ル
ー
キ
ー
・
森
が
抑

え
て
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
。

　

最
高
の
勝
ち
試
合

で
グ
ラ
ン
ド
、
ス
タ

ン
ド
と
も
に
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
一
番
の
盛
り
上

が
り
を
み
せ
て
い
た

の
は
、ス
カ
イ
ビ
ュ
ー

シ
ー
と
の
後
ろ
（
全

く
試
合
が
見
え
な
い

テ
ー
ブ
ル
席
？
）
で

即
席
の
同
期
会
（
？
）

だ
っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す（
写
真
参
照
）。

ま
た
、
シ
ー
ト
後
方

の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

で
は
、
ち
び
っ
子
た

福
岡
支
部
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

平
成
２５
年
１１
月
１７
日
︵
日
︶
セ

ブ
ン
ミ
リ
オ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
に
て
厚
生
事
業
で
あ
る
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
が
行
わ
れ
た
︒
当
日
は
微

風
晴
れ
と
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
に
佐
賀
︑
大
分
か
ら
の
参
加

を
含
め
て
３
組
１２
名
が
優
勝
目

指
し
て
戦
っ
た
︒

テ
ィ
オ
フ
前
に
は
優
勝
を
狙
う

猛
者
た
ち
が
、
若
手
の
先
生
に
口

撃
を
し
か
け
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か

け
て
い
た
が
、
期
待
の
新
星
４０
期

ゴ
ル
フ
部
出
身
の
冨
田
知
孝
先
生

は
、
華
麗
に
ス
タ
ー
ト
ホ
ー
ル
の

ロ
ン
グ
で
、
３
打
目
が
直
接
カ
ッ

プ
イ
ン
す
る
イ
ー
グ
ル
を
奪
っ

た
。
飛
ば
し
屋
の
２４
期
戸
川
先
生

は
、
年
齢
に
よ
る
も
の
な
の
か
ス

コ
ア
を
ま
と
め
て
８９
と
高
ス
コ
ア

を
た
た
き
出
し
た
も
の
の
、
ハ
ン

デ
に
恵
ま
れ
ず
、
５
位
に
沈
ん

だ
。
別
府
か
ら
駆
け
付
け
た
２３
期

蛯
谷
先
生
は
、
イ
ン
、
ア
ウ
ト

共
、
同
ス
コ
ア
で
ス
テ
デ
ィ
な
ゴ

ル
フ
を
見
せ
た
が
、
一
番
飛
ば
し

た
の
は
帰
り
の
高
速
で
あ
っ
た
に

違
い
な
か
っ
た
。
支
部
長
鎮
守
先

生
も
好
ス
コ
ア
を
た
た
き
出
し
た

が
、
ブ
ー
ビ
ー
に
終
わ
っ
た
。
同

じ
ゴ
ル
フ
場
で
、
９
月
に
ビ
ッ
グ

ス
コ
ア
を
た
た
き
出
し
た
１６
期
畔

元
も
、
焦
り
か
ら
調
子
を
崩
し
て

２
位
に
沈
ん
だ
。
結
局
、
ス
タ
ー

ト
ホ
ー
ル
で
、
猛
者
た
ち
の
戦
意

を
消
失
さ
せ
た
、
冨
田
先
生
が
優

勝
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

                　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
畔
元
）

優勝　　冨田　91　HD１９
準優勝　畔元　84　HD１０
３位　　岡本     95　HD 20.4

今
回
はJAL

ス

カ
イ
ビ
ュ
ー
シ
ー

ト
、
鷹
ガ
ー
ル

デ
ー
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
参
加
者

が
多
く
、
お
断
り

し
た
先
生
方
、
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

埼
玉
西
武

３
連
戦
、
１
勝

１
敗
で
の
３
戦
目

で
す
。『
俺
が
や

る
！
』
で
快
勝
し
、

勝
ち
越
し
と
い
き

た
い
と
こ
ろ
で

す
。 4

勝
目
を
狙

う
ウ
ル
フ
が
先
発

で
、
2
回
表
1
ア

ウ
ト
か
ら
5
番
・

中
村
に
ソ
ロ
HR
を

浴
び
て
先
制
を
許

し
ま
し
た
が
、
4

回
裏
2
番
・
今
宮
、

3
番
・
内
川
が
連

打
を
放
ち
1
・
3

塁
の
チ
ャ
ン
ス
を

作
る
と
、
4
番
・

李
大
浩
が
タ
イ
ム

野
球
観
戦
ツ
ア
ー
開
催

ち
が
こ
こ
ぞ
と

ば
か
り
に
は
し
ゃ
ぎ

回
っ
て
、
絶
叫
（
泣

い
て
い
た
？
）
し
て

い
る
姿
も
見
ら
れ
、

試
合
に
負
け
ず
劣
ら

ず
、
大
変
盛
り
上
が
っ

て
お
り
ま
し
た
。

好
評
で
あ
っ
た
よ

う
で
す
の
で
、
来
年

度
は
２
０
０
席
全
部

貸
し
切
れ
る
よ
う
に

手
配
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ま
た
、
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

   　
　

   (

戸
川
）
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平
成
二
十
五
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
会
計
報
告

4. 報告

(1) 庶務報告
     会員現況    平成 26 年 3 月 31 日現在 238 名
       会務報告
平成 25 年 4 月 11 日 監査会 (歯科医師会館 )
      4 月 13 日 支部総会、懇親会 (春駒 )
               6 月 3 日 第 1 回理事会 (県歯会第 1会
議室 )               
               7 月 29 日 第 2 回理事会 (県歯会第 3
会議室 )
 9 月 8 日 同窓会第 1回評議員会 (九大歯学部 )
8 月 9 日 福歯大同窓会役員との懇親会 (柳町一刻堂 )
10 月 19,20 日 九地連、支部長連絡会議
              10 月 28 日 第 3 回理事会 (県歯会第 2
会議室 )
              12 月 13 日 支部忘年会 (ソラリアホテ
ル トランスブルー )
         平成 26 年 1 月 27 日 第 4 回理事会 (県歯会
第 1会議室 )
               3 月 2 日 同窓会第 2回評議員会 (九大
歯学部 )
     活動報告
       厚生事業、学術事業、女歯会等の案内をメール、
ファックス、はがきで送付 
       メール登録をよびかけるはがきを送付      
   (2) 学術報告
3月 25 日 第 5 回理事会 (市歯会第 1会議室 )

第 51 回 九州大学歯学部同窓会 福岡支部主催学術講
演

日時 :平成 25 年 6 月 26 日
場所 :福岡県歯科医師会館 視聴覚室
講師 : 九州大学病院顎顔面口腔外科助教 豊嶋 健史 

先生
演題 :「病診連携を行う際に必要な口腔外科疾患の

知識」
参加人数 :50 名
第 52 回 九州大学歯学部同窓会 福岡支部主催学術講

演
日時 :平成 25 年 10 月 23 日
場所 :福岡県歯科医師会館 視聴覚室

(3) 広報報告
         入会
           梅林久範 (31 期 )
           藤瀬多佳子 (17 期 )
金田武大 (31 期 )
           溝上宗久 (31 期 )
           森本太一朗 (32 期 )

広報 15 号発刊
(4) 厚生報告
 1) 野球観戦   ソフトバンク対西武ライオンズ
     日時  : 平成 25 年 8 月 4 日 ( 日 ) デーゲーム
            場所  :Yahoo! ドーム
            参加者 :47 名
  2) ゴルフコンペ
    ( 春 ) 日時  : 平成 25 年 6 月 9 日 ( 日 )
     場所  : セブンミリオンカントリークラブ
           参加者 :12 名  コンペ商品
     ( 秋 ) 日時  : 平成 25 年 11 月 17 日 ( 日 )
     場所  : セブンミリオンカントリークラブ
              参加者 :12 名  コンペ商品
(5) 慶弔報告
  弔事
  福岡市歯福科医師会元会長  小川孝二先生  供花 
  12 期 家入浩二先生    ご尊父様  供花 弔電
  15 期 草刈英男先生    ご母堂様  弔慰金
   3 期  森本啓三先生    ご母堂様  弔慰金
  21 期 秋本廉男先生       弔慰金
(6) 会計報告
     別紙 1
(7) 記録報告
(8) 地区報告
(9) その他

収入額 ¥2,645,509

支出額 ¥1,525,530

差引額 ¥1,119,979

 

収入の部 （単位：円）

収入額 摘要

繰越金 1,349,322

会費 1,296,000 引落し184名、振込他32名

雑入 187

計 2,645,509

支出の部 （単位：円）

支出額 摘要 　予算額

事 務 費 168,151 244,000

印刷通信費 166,705 印刷・郵送費用、コピー費他 239,000

事務用品費 1,446 5,000

渉 外 費 160,650 九地連他 200,000

会 議 費 145,500 監査会・理事会等 170,000

事 業 費 909,452 1,018,000

学術関係費 205,814 学術講演会の講師謝礼他 258,000

厚生関係費 223,490 250,000

懇親会等費 480,148 支部懇親会他 410,000

その他 0 100,000

慶 弔 費 107,001 200,000

雑 費 34,776 会費振込手数料 40,000

計 1,525,530 1,872,000

次 年 度 繰 越 金 ¥1,119,979

計 ¥2,645,509
 

平成25年度九州大学歯学部同窓会福岡支部会計報告

（平成25年4月1日～平成26年3月31日)

別紙１

(単位：円）

事 務 費 168,151

印 刷 通 信 費 166,705  

総会　その他 34,608 Ｆネット 42,605

入会希望 その他(コピー費) 2,115

振込依頼 3,120 郵送等 80

会報 84,177 事務用品他 1,446

渉 外 費 160,650

九地連 84,650 福歯大 56,000

九歯大 20,000 その他 0

会 議 費 145,500

監査会 33,500 理事会５ 20,000

理事会１ 21,000 理事会６

理事会２ 24,000 会場使用料 3,000

理事会3 24,000 会報編集

理事会４ 20,000

事 業 費 909,452

学 術 関 係 費 205,814 懇親会関係費 480,148

講師謝礼 100,000 総会 62,000

車代 10,000 学術夏 27,000

演題表示物 2,100 学術秋 32,000

会場費 24,214 忘年会 272,548

事前打ち合わせ 69,500 理事懇親会 86,600

厚 生 関 係 費 223,490 その他 0

ゴルフ 101,430

野球 122,060

慶 弔 費 107,001 雑 費 34,776

 振込手数料 34,776

項目別　（平成25年度会計報告）
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収入額 ¥2,464,479
支出額 ¥2,464,479
差引額 ¥0

収入の部 （単位：円）

収入額 摘要

繰越金 1,119,979

会費 1,344,000 引落し184名、振込他40名

雑入 500

計 2,464,479

支出の部 （単位：円）

支出額 摘要

事 務 費 216,000

印刷通信費 211,000 印刷・郵送費用、コピー費他

事務用品費 5,000

渉 外 費 160,000 九地連・九歯大忘年会他

会 議 費 140,000 監査会・理事会等

事 業 費 808,000

学術関係費 198,000 学術講演会の講師謝礼他

厚生関係費 250,000 厚生事業他

懇親会等費 360,000 支部懇親会他

その他 0

慶 弔 費 200,000

雑 費 40,000 会費振込手数料

予 備 費 900,479

計 2,464,479

平成26年度九州大学歯学部同窓会福岡支部会計予算

（平成26年4月1日～平成27年3月31日)

項目別　（平成26年度予算）

(単位：円)

事 務 費 216,000

印刷・通信費 211,000

総会その他 50,000 振込依頼 4,000

会報・住所録 100,000 その他(コピー費) 5,000

入会希望 2,000

Ｆネット 50,000

事務用品費 5,000

渉 外 費 160,000

九地連 80,000 福歯大 60,000

九歯大 20,000 その他

会 議 費 140,000

監査会 30,000 理事会５ 20,000

理事会１ 20,000

理事会２ 20,000 会場費 10,000

理事会３ 20,000

理事会４ 20,000

事 業 費 808,000

学 術 関 係 費 198,000 懇親会関係費 360,000

講師謝礼 100,000 総会 50,000

車代 10,000 学術51 30,000

演題表示物 3,000 学術52 30,000

会場費 25,000 忘年会 200,000

事前打ち合わせ 60,000 理事会 50,000

厚 生 関 係 費 250,000

厚生事業 250,000 そ の 他 0

　　　　　 　　

慶 弔 費 200,000 雑 費 40,000
振込手数料 40,000

慶弔規則が改訂されました
[改訂前 ] 
慶弔規則　理事会内規
第８章　慶弔
第二十三条　会員等の慶弔に対しては理事会が処遇を講じる。
第１項　会員が死亡した場合は、厚く弔意を表すと共に弔慰金３万円を送る。
第２項　会員の家族（両親、配偶者、子供）が死亡した場合には、弔電・献花（２万円程度）を送る。但し、死亡通知が遅れ葬儀等に間に合わなか

った場合には、後日香典として２万円を送る。
第３項　会員が災害に遭ったり、傷病入院した場合には、理事会で必要な策を講じる。但し、急を要する場合には、三役で対応する。

[改定後 ]
慶弔規則　理事会内規
第８章　慶弔
　第二十三条　会員等の慶弔に対しては理事会が処遇を講じる。
第１項 会員が死亡した場合は、厚く弔意を表すと共に弔慰金３万円を送る。
第２項 会員の家族（両親、配偶者、子供）が死亡した場合には、献花（1 万 5 千円程度）を送る。但し、死亡通知が遅れ葬儀等に間に合わな

かった場合には、後日香典として１万円を送る。
第３項 会員外の方が死亡した場合は、支部長の判断により対応する。
第４項 会員が災害に遭ったり、傷病入院した場合には、理事会で必要な策を講じる。但し、急を要する場合には、三役で対応する。
第５項 慶事に対しては、その都度理事会で協議し対応する。
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平
成
25
年
6
月
26
日
︵
水
︶

午
後
7
時
30
分
よ
り
︑
29
期

の
築
山
鉄
平
先
生
を
お
迎
え

し
︑
福
岡
県
歯
科
医
師
会
館

に
て
右
記
演
題
で
御
講
演
い

た
だ
い
た
︒

築
山
先
生
は
、
米
国
留
学

の
ご
経
験
と
米
国
歯
周
病
学

会
歯
周
ボ
ー
ド
認
定
医
と
し

て
触
れ
て
こ
ら
れ
た
世
界
基

準
の
歯
科
医
療
を
日
頃
よ
り

熱
く
語
ら
れ
て
お
り
、
今
回

も
同
窓
会
の
先
生
方
に
ぜ
ひ

そ
の
思
い
を
伝
え
た
い
と
の

こ
と
で
、
当
日
を
非
常
に
楽

し
み
に
し
て
い
た
。

昨
今
の
テ
レ
ビ
、
新
聞
、

週
刊
誌
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
日

本
で
は
歯
科
医
師
数
の
増
加

に
よ
り
、
歯
科
医
院
の
収
入

は
減
少
し
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
と
呼
ば
れ
る
歯
科
医
師
が

増
え
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
多
数
の
歯
科
大
学
は

定
員
割
れ
を
起
こ
し
、
歯
科

医
師
の
職
業
と
し
て
の
評
価

も
諸
外
国
に
比
べ
著
し
く
低

く
、
し
か
も
先
進
国
の
中
で

日
本
は
不
健
康
な
口
腔
内
を

有
す
る
人
が
圧
倒
的
に
多
い
。

そ
う
い
っ
た
現
実
を
踏
ま

え
ま
ず
は
日
本
の
歯
科
医
療

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
そ
の

問
題
点
と
あ
る
べ
き
「
真
の

歯
科
医
療
の
価
値
」
に
つ
い

て
解
説
さ
れ
た
。　

今
必
要

な
の
は
日
本
の
歯
科
界
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
、「
人
々
が

生
涯
に
渡
っ
て
口
腔
の
健
康

を
維
持
し
、
健
全
な
機
能
を

全
う
す
る
こ
と
」
と
い
う
当

た
り
前
の
よ
う
に
思
わ
れ
て

い
る
こ
と
に
改
め
て
着
目
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
さ
れ

た
。そ

の
た
め
に
必
要
な
こ
と

が
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
あ
る
こ

と
は
明
白
で
あ
る
が
、
そ
れ

を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
歯

科
に
も
医
療
の
観
点(

メ
デ
ィ

カ
ル
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
モ
デ

ル)

の
理
解
が
必
要
で
あ
る

と
さ
れ
た
。

そ
の
後
に
つ
き
や
ま
歯

科
に
お
け
る
メ
デ
ィ
カ
ル
ト

リ
ー
ト
メ
ン
ト
モ
デ
ル
、
Ｅ

Ｂ
Ｍ
に
基
づ
い
た
教
育
と
医

療
の
実
践
、
欧
米
歯
科
先
進

国
に
お
け
る
連
携
治
療
の
縮

図
と
し
て
の
専
門
医
医
療
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
詳
し
く
紹
介
い

た
だ
い
た
。

先
生
の
「
健
全
な
考
え
方

を
学
ん
だ
う
え
で
、
行
動
す

る
」
と
い
う
言
葉
が
印
象
的

で
、
今
後
の
日
本
の
歯
科
医

療
を
リ
ー
ド
し
て
い
こ
う
と

す
る
築
山
先
生
の
思
い
の
こ

も
っ
た
熱
い
講
演
会
で
あ
っ

た
。　

　
　
　
　
　
　
（
笹
田
）

講演会

第５４回

「医療現場で求められている

周術期口腔機能管理」
～口腔粘膜疾患とその管理について～

中村　誠司　先生
（九州大学病院口腔顎顔面病態学講座　顎顔面腫

瘍制御学分野　教授）

術学真
の
歯
科
医
療

の
価
値
と
は

つ
き
や
ま
歯
科
に
お
け
る

メ
デ
ィ
ィ
カ
ル
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
モ
デ
ル

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
二

日(

水) 

九
州
大
学
病
院
口
腔

顎
顔
面
病
態
学
講
座
顎
顔
面
腫

瘍
制
御
学
分
野
教
授
　
中
村
誠

司
先
生
を
お
迎
え
し
︑
午
後
七

時
三
〇
分
よ
り
福
岡
県
歯
科
医

師
会
館
に
て
右
記
演
題
で
御
講

演
い
た
だ
い
た
︒

平
成
二
十
四
年
よ
り
「
周
術

期
口
腔
機
能
管
理
料
」
が
新
設

さ
れ
た
。

医
科
で
全
身
麻
酔
下
で
手
術

を
す
る
患
者
の
口
腔
内
の
清
掃

状
態
が
不
良
な
場
合
、
手
術
の

延
期
や
、
術
後
の
治
癒
に
影
響

が
出
る
。
そ
の
た
め
、
手
術
前

後
の
口
腔
ケ
ア
を
行
う
必
要
性

を
訴
え
、
九
大
病
院
で
は
取
り

組
ん
で
き
た
。
口
腔
ケ
ア
を
行

う
こ
と
で
、
在
院
日
数
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
デ
ー

タ
も
出
始
め
て
い
る
。
し
か
し
、

大
学
病
院
な
ど
の
大
き
な
病
院

だ
け
で
は
す
べ
て
の
患
者
を
カ

バ
ー
す
る
こ
と
は
難
し
い
た

め
、
か
か
り
つ
け
の
地
域
の
歯

科
医
院
と
の
連
携
で
手
術
前
後

の
口
腔
ケ
ア
を
行
っ
て
い
く
と

い
う
の
が
周
術
期
口
腔
機
能
管

理
の
目
的
で
あ
る
。

　

我
々
開
業
医
が
日
々
臨
床

で
遭
遇
す
る
可
能
性
の
あ
る
粘

膜
病
変
（
歯
肉
増
殖
、
カ
ン
ジ

ダ
、
ヘ
ル
ペ
ス
、
帯
状
疱
疹
、

口
内
炎
、BRO

N
J　

等
）
の
鑑

別
と
対
処
法
に
つ
い
て
も
紹
介

さ
れ
た
。

　

い
ざ
判
断
に
迷
っ
た
時
、

ま
ず
画
像
や
所
見
で
相
談
す
る

た
め
に
「
歯
科
診
断
相
談
窓
口
」

が
大
学
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
開
設
さ
れ
た
。
相
談
は
専
門

の
診
療
科
に
振
り
分
け
ら
れ
回

答
を
し
て
い
た
だ
け
る
。
積
極

的
に
活
用
し
た
い
。

＊
「
歯
科
診
断
相
談
窓
口
」

の
利
用
法
：
九
州
大
学
病
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
医
療
関
係

者
の
方
へ
」（
ペ
ー
ジ
右
上
）

↓
「
予
約
に
つ
い
て
」（
ペ
ー

ジ
中
央
辺
り
）
の
欄
の
「
歯
科

診
断
相
談
窓
口
」。
利
用
の
た

め
に
は
歯
科
医
師
免
許
証
番
号

等
を
入
力
し
て
登
録
が
必
要
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
諸
岡
）

第５３回

「真の歯科医療の価値とは。

真の患者利益とは。」

築山　鉄平　先生
（医療法人雄之会　つきやま歯科医院　勤務）

歯
科
診
断
相
談
窓
口

　
の
利
用
法

周
術
期
口
腔
機
能

管
理
の
目
的

周
術
期
口
腔
機
能
管
理
の
目
的

歯
科
診
断
相
談
窓
口
の
利
用
法

歯
科
診
断
相
談
窓
口
の
利
用
法

つ
き
や
ま
歯
科
に
お
け
る
メ
デ
ィ
カ

ル
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
モ
デ
ル

つ
き
や
ま
歯
科
に
お
け

る
メ
デ
ィ
カ
ル
ト
リ
ー
ト
メ

ン
ト
モ
デ
ル
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編集後記
今年 5 月、関西空

港からドーハ経由で
計 15 時間のフライ
トの末、アフリカの
大地に降り立ちまし
た。スーダンで活動
す る 日 本 の NGO ロ
シナンテス（代表：
川原尚行氏、九大医
学部Ｈ 4 年卒）の「ス
ポーツを通じた健康
教育」プロジェクト
に歯科医師として協
力するためです。3
月末で県庁歯科室を
退職し、かねてより
ロシナンテスの支援
をされていた九大歯
学部 3 期生の原田則
子先生も同行してく
ださいました。持参
したのは、デンタル
ミラー 1000 本、歯

ブラシ 1000 本、歯
磨き指導用顎模型一
式 と 篤 い ハ ー ト で
す。日中の気温が 45
度を超える中、ハル
ツーム大学歯学部の
学 生 さ ん と 協 力 し
て、青ナイルと白ナ
イルが合流すること
で知られている首都
ハルツーム近郊で、
5 日間にわたり、サッ
カー大会に集まった
700 名 を 超 え る 少
年たちを中心に、生
活習慣アンケートと
歯科検診＆ブラッシ
ング指導を行いまし
た。

言葉、文化、宗教
は異なっても、人間
の体のつくりと健康
の価値観は世界共通

です。このプロジェ
クトでは、健康教育
の入り口として、歯
に注目しています。

健診後、「イプティ
サーム（スーダンの
言 葉 で、「 笑 顔 」 と
いう意味）」と言っ
て微笑みかけると、
子供たちがキラキラ
した目でニッコリ微
笑 み 返 し て く れ ま
す。白い歯が、肌の
色 に 映 え ま す。「 笑
顔」も世界共通です。

そんな時、我々歯
科医師の仕事は「世
界に笑顔を広げる仕
事」だなと思います。

5 月に実施したこ
のプロジェクト、好
評 に つ き、 こ の 12
月に第 2 回目の実施

福
岡
歯
科
大
学
西
同
窓
会
と
の
協
議
懇
親

会
が
︑
8
月
8
日
︵
金
︶
19
時
30
分
か
ら
︑

福
岡
市
中
央
区
西
中
洲
の
﹁
な
か
尾
﹂
で
開

催
さ
れ
た
︒
出
席
者
は
16
名
︒

台
風
11
号
の
接
近
に
よ
り
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
る
一
幕

も
あ
っ
た
が
、
出
席
者
の
日
頃
の
行
い
が
良
い
た
め
か
、

台
風
は
東
に
進
路
を
変
え
西
中
洲
付
近
は
傘
も
い
ら
な

い
穏
や
か
な
天
気
で
あ
っ
た
。

今
回
は
九
大
が
幹
事
を
努
め
、
吉
田
専
務
の
司
会
で

は
じ
ま
っ
た
。
ま
す
、
九
大
側
か
ら
、
鎮
守
支
部
長
よ

り
挨
拶
が
あ
っ
た
。
以
前
か
ら
の
定
期
的
な
開
催
に
触

れ
、
今
後
と
も
両
大
学
同
窓
会
で
お
互
い
協
力
し
て
い

こ
う
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
次
に
福
歯
大
の
中
（
な
か
）

先
生
か
ら
も
挨
拶
が
あ
っ
た
。
同
じ
よ
う
に
、
両
大
学

が
結
束
を
深
め
て
協
力
し
て
い
こ
う
と
い
う
内
容
で

あ
っ
た
。

福
歯
大
の
神
田
先
生
の
乾
杯
の
音
頭
の
後
に
歓

談
、
懇
親
が
は
じ
ま
り
、「
な
か
尾
」
の
素
晴
ら

し
い
料
理
に
舌
鼓
を
う
ち
つ
つ
、
和
や
か
に
会
話

も
は
ず
ん
だ
。
途
中
か
ら
参
加
者
の
自
己
紹
介
へ

と
続
い
た
。
今
回
参
加
の
福
歯
大
の
先
生
は
九
大

の
参
加
者
の
理
事
と
比
べ
て
ま
だ
若
い
先
生
も
多

く
、
今
後
は
両
支
部
の
若
手
が
も
っ
と
参
加
し
た

会
を
開
き
た
い
と
の
話
も
あ
が
っ
て
い
た
。
福
歯

大
の
枌
先
生
の
万
歳
三
唱
で
一
次
会
は
終
了
し
、

場
所
を
移
し
て
2
次
会
ま
で
全
員
参
加
で
盛
り
上

が
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
安
部
）

福
岡
歯
科
大
と
の
懇
親
会

イベント情報など随時アップしています。ぜひアクセスを！

福岡支部HPできました　http://koyukai.kyushu-u.ac.jp/alumni/26

が決定しました。
今回は、九大歯学部
同窓会福岡支部の先
生 方 か ら 多 数 の 歯
ブラシの寄付をいた
だきました。ご支援
くださいました先生
方にはこの場を借り
て、感謝申し上げま
す。この広報が皆さ
んのお手元に届くこ

ろには、皆さんか
らの気持ちをアフ
リカの大地にお届
けしていることで
し ょ う。 エ ボ ラ 出
血熱にかかること
なく無事帰国でき
たら、またよろしく
お願いいたします。

　(17 期　藤瀬）


